














































































































































































































































寄せては返す海 :絵画 Ⅳ 27
てしまった｡雨が降ればトタンに叩く雨音はうるさく､朝方起きた時､何か軽く気分も浮
ついて仕方ない｡外出から戻って来ても､心がしばらく落ち着かなかった｡これまでの瓦
屋根の､瓦の重みが私の精神を支えていたことを初めて思い知らされたのである｡
ところで先ほどの欠けた瓦とシコクコピーの余剰としての渦巻き作品とであるが､相性
が合っているのではと気づいたのは､インスタレーション進行中であった｡(写真⑩)予め
小渦巻きを想定しながら､次にそれを支えるところの空間を切る弧を描く作品と壁に寄り
添う作品をセッティングし､瓦は入り口に入ってすぐ左側にと当初考えていた｡ところが､
奥の壁に添うシコクコピーの余剰の作品は今一つ､私の感性にぴったり来ず､それを取り
払って瓦を置いてみた (写真⑫～⑭)｡瓦は面積的に小品に過ぎないのに､その存在感は意
外にもあったのだ｡黒い瓦の存在がそうさせるのか｡つまり瓦の重さがそうさせるのか｡
あるいは瓦の形状なのか｡いずれにしても不思議な出会いとなり､私の感受性をくすぐる
のだった｡今もその光景を思い出している｡瓦の持つ存在を考えている｡シコクコピーと
いう薄くて軽い､そして広いもの､それに比べて､瓦とは､濃縮した黒い塊で､それら2
つが極めて対照的であり､バランスが取れたのであろうか｡
ネガティブな貼り絵
それから貼り絵の出品も､今回の際立ったものとなった｡(写真⑱～⑳)何故かと言うと､
このような貼り絵の出品もためらいがあったからだ｡ひとつは私自身のプライドである｡
小さな四角い画用紙にせっせと制作していることは､大きな色タッチの井川にしては､見
かけ上､額縁に納まりそうで､何となくバツの悪さを覚えたからである｡
実は昨春､私の友人の哲学者が詩集 ｢緑色のまなざし｣を出版するというので､その表
紙絵を任された｡そのころ30枚ほどの貼り絵作品をためており､またいつしかリサイクル
アートの総決算として､この貼り絵を考えてみようとしていた矢先でもあった｡そのこと
とその詩集のイメージが重なり､ためらわずこの表紙絵を手がけた｡(写真⑳)
私の描くタッチは､窓拭きをするような形態で幾分スタイル化して､以前にも書いたが
マンネリ化している｡だが表現においては､このマンネリ化をバネにして､より発展的に
展開するように努めて来た｡このような中で､絵画における色の問題は絶えず携わって来
た｡同時にこのことは､充分過ぎるほど形態の問題も率んで来た｡
ところが一方で色からくる形態ではなく､形態からくる色の問題を提議するような出会
いがあった｡つまり廃材の中で形態が決定されて量産され､しかもそれ自体が色そのもの
であることの発見があり､これは私にとって新たに視覚的な刺激となってきた｡
ある短大の幼児教育学科で ｢図画工作｣の授業を担当している｡そこでは色紙を使うこ
とが多く､その残りものとして切り屑がどっと出てくる｡必要としない形態が排出されて
いる｡それらの形態を見つめていると捨て難い感情に襲われてくる｡実に見事なネガティ
ブな形態と､即色だ｡何とかせねばと､早速手当たり次第に､これら廃材を画用紙にべた
べたと貼っていった｡繰り返すが､私が決定した形態ではない｡つまりこれらの形態は私
がハサミを入れたのでない｡その偶然が生み出した所産は､形態であるが､同時に色その
ものの形態である｡
このように切り取られた形態は､あたかも偶然が織成す自然界の全ての階調かのようで､
その存在感に圧倒される｡そしていつか平面に戻ろうという気にさえさせられるのだった｡
